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資本論が参照されてきた。だがその一方で、コミュニティに関する諸議論
を十分に踏まえて、それぞれの事例の分析が進められてきたわけではない
ように見受けられる。そうした点を鑑みれば、本書はコミュニティとして
の宗教の社会的役割を考えていくうえで有益な視座を提供してくれる。 
また、本書におけるコミュニティの類型は静態的に分類されたものではない
ため、社会関係資本の視点を通じて類型間のグラデーションのありようや類
型間移行の可能性なども検討することができるだろう。 
以上のように、周到に計画された共同研究の成果である本書は、優れた
内容であることは言うまでもなく、一般読者にも読みやすい良書である。
とはいえ、評者は誤読の可能性を承知のうえで、いくつか問いを提示して
おきたい。 
まず、本書はコミュニティとその社会的機能に焦点を当てる高水準の研
究成果であることは確かであるが、「コミュニティ」に注目するあまり、研
究対象の事例を所与の実体としてやや「閉じた」ものとして記述してしま
っている印象を受けた。グローバリゼーションの進展は、本書で取り上げ
られている諸コミュニティにも少なからず影響をもたらしていると想像さ
れる。そうであるならば、コミュニティの流動性、越境性といったものが、
各タイプのコミュニティにおいてどのように生じているのかといった点も
論じるに値する問題だと考えられる。 
なお、これも前述の問題に関わるものであるが、各事例に関しては、個々
の成員たちのコミュニティとの関わりの実態について、もう少し詳細を知
りたいところであった。とく社会的排除にさらされる人びとを各コミュニ
ティが実際にどのように包摂し、彼ら／彼女らが抱えている問題にいかに
対応しているのかといったことは、当該のコミュニティに対する人びとの
関心や支持、ひいてはその存続に関わる重要な点だろう。 
本書は「コミュニティ」研究を共通基盤としているため、これらは無い
ものねだりの問いであり、もちろん本書の成果から比べれば瑣末なもので
ある。「宗教」そのものを中心的なテーマに据えた研究ではないものの、本
書が「宗教と社会貢献」研究の領域のみならず、宗教に関心を持つ幅広い
読者に読まれるべき成果であることは間違いない。 
